
令和4年1 1月28日

司法研修所事務局

76期司法修習生のみなさんへ

導入修習に関するアンケート及び導入修習チェックシートについて

1 導入修習に関するアンケート

導入修習に関するアンケートを実施しますので、各自、パソコン等を利用し、チー

ムズの■■■ﾁｰﾑの|■■■■■ﾁｬﾈﾙのﾀブにあるｱﾝｹｰﾄ用のフ
ォームにアクセスし、画面の表示に従って各設問（設問項目は、別紙1参照）に対す

る回答を入力してください。

このアンケートは、導入修習を経験した皆さんから実情をうかがって今後の参考に

するためのものですから、必ず、回答期間内（令和4年12月23日 （金）から12

月26日(月))-に入力を行ってください（回答にあたって名前等の入力が求められま

すが、提出管理にのみ使用します。回答結果は全て無記名で抽出し、個人が特定でき

ないように集計しますので、忌憧のないご意見をお寄せください｡)。

2導入修習チェックシートについて

1)本シートの趣旨・目的

導入修習は、現時点でみなさんに不足している実務基礎知識・能力に気付いても

らい､円滑に分野別実務修習を行えるようにすることを目的としています｡しかし、

せっかく導入修習で自分の課題に気付いても、実務修習でその課題に取り組まなけ

れば、みなさんが導入修習を十分に活かすことができたとはいえません。

そこで、みなさんが導入修習において自分の知識・能力等に課題があると感じた

場合に、その気付きをみなさんに意識してもらい、実務修習期間中の自学自修に活

かしてもらうとともに、 これを実務修習の指導担当者等に送付して、指導に活かし

てもらうことを目的として､導入修習チェックシートを作成してもらっています(現

時点で課題があるのは当然のことですし､以上のような趣旨・目的のものですから、

成績評価等には一切関係ありません｡)。

本シートの趣旨・目的を踏まえ、提出の直前に慌てて思い出しながら作成するよ

うなことのないように注意してください。

2）本シートの作成・提出方法

ポータルサイトにアクセスし､｢導入修習チェックシート｣のリンクをクリックし、

｢第76期導入修習チェックシート」のワードデータをダウンロードし、 ‐12月2

にシートを作成・保存をして提出してくだ

・目的をよく理解した上で、導入修習の力

3日 （金）から12月26日 （月）まで

さい。作成に当たっては、上記(1)の趣旨



リキュラムごとに、 自らに不足している知識・能力等について感じたことを逐次メ

モするなどし、それらを整理して作成してください。そして、本シートを作成後、

必ず、A4用紙1枚に「両面印刷」してワードの形式からPDFの形式に変換し、

ようにしてください(PDFへの変換方法に

ついては別紙2の「ワード形式からPDF形式への 方法について」を参照してく変謬

ださい。 ）。

作成したPDFについては､■|■■ﾁｰﾑのI にある■
|■■■■■■■■ﾀブのﾘｽﾄに登録してください(提出期間内であれば､再度
リストに登録することは可能です（リストアプリの利用方法については、 「修習にお

けるオンライン利用の手引」第2編第2章参照)｡)。

別を行った際に入力漏れや文字が切れている箇所等がないに変換した際や※PDF

か必ず確認して下さい。

卜に登録する際には、ファイル名に組・番号皇氏名を記遡※作成したPDFをリス し

てください。

(3)作成に当たっての注意点

① 「経歴」欄は､法科大学院(LS)修了（既修=1、未修=2)、 LS入学した

が修了していない＝3， LS入学していない=4の該当するものから選んで記入

してください。

法科大学院修了者は、予備試験合格資格で司法試験を受験した場合でも、 LS

修了を選んでください。

できるだけ具体的に記載するようにして②各項目の自由記載欄は、指示に従って

<E b,･実務修習中の取組や自学自修について記栽する際に、学修に当たって

悩んでいること、分からないことなどについて記載しても差し支えありません。

4） 本シートの利用方法

上記(2)のとおり、みなさんは、本シートを作成後、必ず、A4用紙1枚に「両面

失くさないように別」して、実務修習結果簿の所定の場所に綴り込んで保存し

するとともに、実務修習期間中に随時見直し、 自学自修や分野別実務修習に活用す

ることを意識してください。また、実務修習の指導担当者と、本シートを用いて面

談を行うなどして、実務修習の目標や取り組み方について相談してください。

本シートは、司法研修所から、 クラス担当教官や各配属庁会を通じて分野別実務

修習の指導担当者にも交付されます。ただし、第1クールに限っては、司法研修所

努修習の指導担クール開始の際に各自で分野別からの送付が に合わナ

当者に交付してください。

各クールの終わりには、本シートの記載内容を踏まえて実務修習を振り返り、実

務修習結果簿の該当頁に、取組の成果や自分の課題の状況について記載してくださ
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(別紙1）

【761】

導入修習に関するアンケート

導入修習の目的は、修習開始段階で司法修習生に不足している実務基礎知識・能力に気

付いてもらい、かつ、分野別実務修習が円滑に行えるようにすることにあります。導入修

習中は、カリキュラムについてメモを取るなどして、皆さんが導入修習で得た気付きを各

修習地での分野別実務修習で活かせるように準備してください。このアンケートは、導入

修習を経験した皆さんから実情をうかがって今後の参考にするためのものですので、期限

までに必ず回答してください（個人が特定されないように集計しますので、忌揮のないご

意見をお寄せください｡)。

初めに、現在の志望進路・経歴について該当するものを選んでください。

(予備試験合格の資格で司法誠験を受験した方でも、法科大学院を修了している 易合は、

法科大学院修了を選んでください2)。

1例民事実体法の知識､(ｲ)民事訴訟手続知識､(ｳ)要件事実の考え方､悴)刑事実体法の知識、

㈱刑事訴訟手続知識、 (力)主張分析の知識等、㈱事実認定の知識等について、それぞれ以

下の各設問について、回答してください。

（1）導入修習を通じて自己の知識・能力の不足を感じましたか。

（2） (1)で不足していると感じたと回答した場合、

ア導入修習での学修又は導入修習期間中の自学自修等によって、不足していると感

じた知識・能力をどの程度補うことができましたか。

(A)補うことができた。

(B)やや補うことができた。

(C)あまり補うことができなかった。

(D)補うことができなかった。

イ導入修習期間中に自学自修に取り組みましたか。

＝ 」組んだと回答した場合、ウ

自学自修に取り組む際に何を利用しましたか（複数選択可)。

(A)法律基本書

(B)法科大学院の復習

(C)司法研修所の教材等

(D)導入修習の復習

(E)その他(=9どのような自学自修を行ったのか具体的内容(書籍を利用した場合

はその書籍名を含む）を入力する｡）

イで自学自修に取り組まなかったと回答した場合、

自学自修に取り組まなかった理由は何ですか（複数選択可)。

エ



(別紙1）

【76I】

導入修習における学修を通じて不足を補うことができたと感じた

自学自修に適した教材や文献が分からなかった

自学自修を行う時間的余裕がなかった

自学自修のやり方が分からなかった

その他（＝具体的内容を入力する｡）
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2(1)自らに不足している実務基礎知識・能力に気付いてもらい、かつ、分野別実務修習が

円滑に行えるようにするという導入修習の目的に照らして、導入修習の各カリキュラ

ムがどの程度役立つと思うかについて、回答してください。

（2） (1)で回答したカリキュラムごとに、役立つ、あるいは役立たないと考える点につい

て、その具体的な理由等を入力して回答してください。

以上

、



(別紙2）

「ワード形式からPDF形式への変換方法について」

○PDF化作業

「ファイル」タブを選択し、 「エクスポート」→「PDF/XPSの作成」を選

択する。
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保存先を選択し、ファイルの種類→「PDF」を選択し、 「発行」ボタンを押

下する。

圃 呆'_；x”目亨了堯･－

，1，m

豆理マ 新しいﾌｫﾊグｰ

ﾊ 名爺

×

v O p

§壺マ ⑰

唾錫

ハ

更諭日時

険奉霞件に－穀すも項目はありきせん

Vく

う識ｲ峰1N1: 176蕊』●●姫●･誉(●●●●)『導入塀習ﾃｴﾂｸｼｰﾄ(g76") j.Pdf

‘…'四E価二'二一一
回憂行後にﾌｧｲﾙ冒聞く⑤ 最退化◎樺準(ｵﾝﾗｲﾝ畠行およ

び印勤(A〕

O最小ｻｲ(芹ﾝﾗｲﾝ鹿
行XM）

ｵｼｮﾝ(o).”
－

面［等･ﾝ側‘ハブ謝ﾙダｰの非菱示 ツー川1J 。

| ﾌｧｲﾙ""極函

ジ

ヨ
V

※if成したPDFをリストに登録する際には、ファイル名に組・番号。氏名

を記載してください。


